




糖原病には諸種の病型があり,肝型糖原病に関しては何れの病型においても,乳幼児期に比

較的症状が強く出現し,成長とともに症状は軽減すると考えられている。糖原病 1型は低血

糖が強く,乳幼児期では痙撃や強いアシドーシスをみるが,成長とともに軽度になる。糖原

病Ⅲ型はアミノ酸やグルコース以外の糖からの糖新生,ブドウ糖産生が可能であるため 1

型ほど強い低血糖を示さず,高蛋白食を与えることにより症状の好転が見られると考えら

れている。しかしⅢ型では一部には肝硬変をきたす例があり,予後は必ずしも良好とは言い

難い。私達は最近亜型の患者で比較的稀と考えられる心筋障害を示した例を経験したので,

従来からの症例について調査を試みた。 


